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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業） 
分担研究報告書 

 
肺胞蛋白症部会報告 

 
研究分担者 井上義一（国立病院機構近畿中央胸部疾患センター臨床研究センター長） 

 
活動要旨 
本研究班は｢平成30年度日本医療研究開発機構(AMED)「肺胞蛋白症(PAP)診療に直結するエビデンス創出研究：
重症難治例の診断治療管理」班｣と協力しながら研究を進めている。AMED班を中心に創出されたエビデンスを
用いて連携しガイドラインを作成する。本研究班ではガイドラインのレビューと検証を行う予定である。日本
呼吸器学会（ＪＲＳ）びまん学術部会と協力し、ＪＲＳの学会ガイドラインとすべくJRSに申請中（付記：201
9年4月承認された）。また疾患の普及、啓発、患者会支援のために年1回、AMED班、日本PAP患者会が開催して
いる、PAP勉強会に協力する。2019年10月14日第11回PAP勉強会を開催した。 
 
 
A. 研究目的 
(1) AMED難治性疾患実用化研究事業 「肺胞蛋白症診
療に直結するエビデンス創出研究：重症難治例の診
断治療管理のPAP研究班」で準備中の肺胞蛋白症診療
ガイドラインについて役割分担を明確にした上で協
力する。(2) PAPに関する政策医療的研究に協力する。
その一環として指定難病関連、AMED班、患者会が開
催しているPAP勉強会にも協力する。 
 
B-C. 研究方法・結果 
【PAP 診療ガイドライン】 
MINDS、GRADING の手法に基づき診療ガイドラインを
作成する。AMED 研究班にてクリニカルクエスチョン
（CQ）に関する推奨作製と分担執筆による綜説を開
始している。本研究班では AMED 研究班で主に作成し
たドラフトのレビューを行う。 
(1) 2019 年 4 月１２日、第１回日本呼吸器学会びま
ん性肺疾患学術部会 PAP 打ち合わせ会議 
(2) 2019 年 9 月 16 日、日本呼吸器学会肺胞蛋白症
診療ガイドライン作成委員会第 2回会議 
(3) 2020 年 1 月 13 日、日本呼吸器学会肺胞蛋白症
診療ガイドライン作成委員会第 3回会議 

 
【政策医療的研究への協力】 
AMED 研究班、日本 PAP 患者会が開催している PAP 勉
強会を開催した。本研究班も協力。詳細は以下の通
り。 
 
第 11 回 PAP 勉強会（図 1、図 2） 
日時：2019 年 10 月 14 日、13:00〜16:00 
参加：患者様、家族、友人、医療関係者 
場所：グランフロントナレッジキャピタルカンファ
レンスルーム TowerB B02 
〒530-0011 大阪府大阪市北区大深町３−１ グラン
フロント大阪タワーＢ10階 
 
D. 考察 
AMED PAP 研究班、患者会、JRS と情報交換しながら、
政策医療への協力、第 11回 PAP 勉強会を開催し、診
療ガイドラインの作成を進めた。 
 
E.文献：なし 
 

F.健康危険情報：なし 
 
G.研究発表 
1. 論文発表： 
1. Nakata K, et al. Validation of a new serum 

granulocyte-macrophage colony-stimulating 
factor autoantibody testing kit. ERJ Open Res. 
2020 Jan 27;6(1). pii: 00259-2019. 

2. Tazawa R, et al. Inhaled GM-CSF for 

Pulmonary Alveolar Proteinosis. N Engl J Med. 
2019 Sep 5;381(10):923-932. 

 
2. 学会発表：なし 
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図 1 勉強会案内 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 勉強会プログラム 
 

 
 
 

 


